
　

神
奈
川
県
逗
子
市
の
某
所
、
さ
る
名
家
の
別
荘
に
、
か
つ
て
大
名
屋
敷
の
裏
門
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
、
今
も
残
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
周
囲
の
菜
の
花
の
黄
色
に
、
ぽ
つ
ん
と
浮
か
び
上
が
っ
た
点
の
よ
う
に
、

最
初
は
見
え
た
。
近
付
く
に
つ
れ
て
、
点
は
大
き
な
塊
と
な
り
、
輪
郭
の
細
部
が
明
ら

か
に
な
っ
て
ゆ
く
と
、
大
き
い
と
表
現
す
る
よ
り
は
「
分
厚
い
」
と
い
い
た
く
な
る
よ

う
な
、
黒
塗
り
の
門
が
周
囲
を
威
圧
し
つ
つ
そ
び
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
り
付

け
の
金
具
は
す
で
に
錆
が
浮
い
た
段
階
を
通
り
越
し
て
腐
食
へ
と
進
み
、
さ
ら
に
目
を

凝
ら
せ
ば
長
年
の
風
雪
に
耐
え
た
木
部
、
破
り
目
地
の
海
鼠
壁
に
も
大
小
の
傷
が
無
数

に
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
微
動
だ
に
せ
ぬ
風
格
を
備
え
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
、

か
つ
て
の
大
名
屋
敷
の
裏
門
で
あ
っ
た
と
い
う
説
明
に
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
説
得
力

を
持
つ
遺
物
で
あ
る
。

　

だ
が
こ
の
黒
門
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
由
来
が
あ
る
。

　

い
っ
た
ん
は
構
え
た
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
目
を
外
し
、
津
島
好
一
は
つ
ぶ

や
い
た
。

　
「
こ
れ
が
…
鹿
鳴
館
の
裏
門
…
か
」

　

ま
さ
か
そ
の
よ
う
な
も
の
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
残
っ
て
い
よ
う
と
は
、
思
い
も
し

な
か
っ
た
。
ま
し
て
こ
こ
は
三
浦
半
島
、
逗
子
市
郊
外
の
別
荘
地
だ
。
か
つ
て
明
治
の

薫
風
を
一
身
に
受
け
、
時
代
を
代
表
す
る
ご
と
く
、
そ
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
の
は
、

現
在
の
日
比
谷
帝
国
ホ
テ
ル
近
く
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
距
離
に
し
て
約
六
十
キ
ロ
。
黒

門
は
流
転
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し
て
、
よ
う
や
く
こ
の
地
に
終
の
住
み
か
を
得
た
こ
と
に

な
る
。

「
確
か
に
流
転
…
だ
な
」

　

ふ
と
漏
れ
た
己
の
つ
ぶ
や
き
の
重
み
に
津
島
は
驚
い
た
。

　

こ
と
の
始
ま
り
は
編
集
者
・
矢
崎
春
樹
の
一
言
だ
っ
た
。

『
暁
英　

贋
説
・
鹿
鳴
館
』（
徳
間
書
店
）
よ
り

年
譜

（
提
供
・
浅
野
里
沙
子
）

北
森
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昭
和
36（
一
九
六
一
）年	
	

11
月
15
日
、下
関
市
小
月
町
で
、父
新
道
利
夫
、母
喜
美
子
の
次
男
と
し

て
出
生
。

昭
和
43（
一
九
六
八
）年	

　

七
歳	

下
関
市
名
池
小
学
校
に
入
学

昭
和
45（
一
九
七
〇
）年	

　

九
歳	

父
の
転
勤
に
伴
い
、
宇
部
市
琴
芝
小
学
校
に
転
校
。

昭
和
47（
一
九
七
二
）年	

一
一
歳	

父
の
転
勤
に
伴
い
、
山
口
市
湯
田
小
学
校
に
転
校
。

昭
和
49（
一
九
七
四
）年	

一
三
歳	

３
月
、
同
小
学
校
卒
業
。
４
月
湯
田
中
学
校
に
入
学
。

昭
和
52（
一
九
七
七
）年	

一
六
歳	

３
月
、
同
中
学
校
卒
業
。
４
月
父
の
転
勤
に
伴
い
、
宇
部
市
香
川

高
校
に
入
学
。
在
学
中
に
は
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
長

や
生
徒
会
長
を
務
め
た
。

昭
和
55（
一
九
八
〇
）年	

一
九
歳	

３
月
同
高
校
を
卒
業
。
４
月
駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
入
学
。

	
	

『
割
烹　
味
と
め
』で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、後
に
調
理
師
免
許
を
取
得
す
る

ほ
ど
料
理
の
腕
を
磨
く
。
小
説
家
と
な
っ
て
か
ら
は
そ
の
経
験
を

生
か
し
、
料
理
の
描
写
を
度
々
登
場
さ
せ
る
。

昭
和
59（
一
九
八
四
）年	

二
三
歳	

同
大
学
卒
業
。
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
ジ
ー
ビ
ー
」
に
入
社
。

平
成
7（
一
九
九
五
）年	

三
四
歳	

「
狂
乱
廿
四
孝
」
で
第
六
回
鮎
川
哲
也
賞
を
受
賞
。
作
家
デ
ビ
ュ
ー

と
な
る
。
ま
た
こ
の
年
に
、
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
退
社
。

平
成
9（
一
九
九
七
）年	

三
六
歳	

『
冥
府
神
（
ア
ヌ
ビ
ス
）
の
産
声
』『
狐
罠
』
刊
行
。

平
成
10（
一
九
九
八
）年	

三
七
歳	

『
メ
ビ
ウ
ス
・
レ
タ
ー
』『
花
の
下
に
て
春
死
な
む
』『
闇
色
の
ソ

プ
ラ
ノ
』
刊
行
。

平
成
11（
一
九
九
九
）年	

三
八
歳	

「
花
の
下
に
て
春
死
な
む
」
に
て
、
第
五
十
二
回
日
本
推
理
作
家

協
会
賞
、
短
編
及
び
連
作
短
編
集
賞
を
受
賞
。『
メ
イ
ン
・
デ
ィ
ッ

シ
ュ
』『
屋
上
物
語
』
刊
行
。

平
成
12（
二
〇
〇
〇
）年	

三
九
歳	

『
凶
笑
面　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル
Ⅰ
』『
パ
ン
ド
ラ
，Ｓ

ボ
ッ
ク
ス
』『
顔
の
な
い
男
』
刊
行
。

平
成
13（
二
〇
〇
一
）年	

四
〇
歳	

『
親
不
孝
通
り
デ
ィ
テ
ク
テ
ィ
ブ
』『
蜻
蛉
始
末
』『
共
犯
マ
ジ
ッ
ク
』

『
孔
雀
狂
想
曲
』
を
刊
行
。
こ
の
年
に
結
婚
す
る
も
、
３
年
後
に

協
議
離
婚
と
な
る
。

平
成
14（
二
〇
〇
二
）年	

四
一
歳	

『
狐
闇
』『
蝕
身
仏　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル
Ⅱ
』
刊
行
。

平
成
15（
二
〇
〇
三
）年	

四
二
歳	

７
月
よ
り
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿
教
室
に
て
「
ミ
ス
テ

リ
ー
を
書
く
」
の
講
座
を
海
渡
英
祐
氏
か
ら
引
継
ぎ
講
師
を
務
め

る
。
好
評
を
博
す
も
一
年
で
退
任
す
る
。『
緋
友
禅　

旗
師
・
冬

狐
堂
』『
桜
宵
』『
支
那
そ
ば
館
の
謎
』
を
刊
行
。

平
成
16（
二
〇
〇
四
）年	

四
三
歳	

『
蛍
坂
』
刊
行
。

平
成
17（
二
〇
〇
五
）年	

四
四
歳	

『
瑠
璃
の
契
り
』『
写
楽
・
考　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル

Ⅲ
』『
暁
の
密
使
』
刊
行
。

平
成
18（
二
〇
〇
六
）年	

四
五
歳	

父
の
病
気
の
た
め
、
川
崎
市
か
ら
故
郷
、
山
口
県
に
戻
る
。
温
泉

が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
学
、
中
学
時
代
を
過
ご
し
た
山
口

市
湯
田
温
泉
に
住
む
。『
深
淵
の
ガ
ラ
ン
ス
』、『
ぶ
ぶ
漬
け
伝
説

の
謎
』、『
親
不
孝
通
り
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』
刊
行
。

平
成
19（
二
〇
〇
七
）年	

四
六
歳	

『
香
菜
里
屋
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』
刊
行
。

平
成
20（
二
〇
〇
八
）年	

四
七
歳	

『
な
ぜ
絵
版
師
に
頼
ま
な
か
っ
た
の
か　

明
治
異
国
助
人
（
お
た

す
け
ガ
イ
ジ
ン
）
奔
る
（
は
し
る
）
！
』、『
虚
栄
の
肖
像
』
刊
行
。

平
成
22（
二
〇
一
〇
）年	

四
八
歳	

１
月
25
日
心
不
全
の
た
め
死
去
。
翌
月
、
連
載
が
終
了
し
完
成
し

て
い
た
『
う
さ
ぎ
幻
化
行
』
が
刊
行
。
以
後
連
載
途
中
の
未
完
結

の
『
暁
英　

贋
説
・
鹿
鳴
館
』、
連
載
回
数
が
少
な
か
っ
た
た
め

に
『
香
菜
里
屋
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』
の
文
庫
に
収
録
さ
れ
た
未

完
の
「
双
獣
紀
」
が
刊
行
さ
れ
る
。
翌
年
は
、
以
前
に
雑
誌
『
小

学
三
年
生
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
『
ち
あ
き
電
脳
探
偵
社
』
も
出

版
社
が
変
わ
り
刊
行
。『
小
説
新
潮
』
に
て
連
載
さ
れ
て
中
絶
と

な
っ
て
い
た
未
完
成
部
分
を
浅
野
里
沙
子
が
補
筆
し
『
邪
馬
台　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル
Ⅳ
』
も
刊
行
さ
れ
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
、山
口
県
下
関
市
小
月
町
に
て
生
ま
れ
る
。

本
名
新
道
研
治
。

　

父
親
が
中
国
電
力
の
職
員
で
あ
っ
た
た
め
転
勤
が
多
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
幼

少
の
頃
よ
り
各
地
で
生
活
を
す
る
。
大
学
は
東
京
に
出
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
の
学
生
生
活
を
送
っ
た
が
、
居
酒
屋
で
働
き
な
が
ら
調
理
師
免
許
を
取

る
ほ
ど
と
な
る
。
後
に
作
家
と
な
っ
て
も
、
友
人
達
に
そ
の
腕
を
振
る
う
の
み

な
ら
ず
、
紙
面
に
も
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
働
き
な
が
ら
小
説
を
執
筆
し
、

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
応
募
し
た
作
品
が
『
鮎
川
哲
也
編
・
本
格
推
理
①
』

に
掲
載
さ
れ
た
後
も
創
作
を
続
け
、
長
編
小
説
を
鮎
川
哲
也
賞
に
応
募
。
平
成

七
年
（
一
九
九
五
）
に
「
狂
乱
廿
四
孝
」
に
て
第
六
回
鮎
川
哲
也
賞
を
受
賞
し
、

小
説
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
ま
た
こ
の
年
に
、
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
退
社
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
記
事
を
書

き
な
が
ら
創
作
に
励
ん
だ
。

　

医
療
物
の
『
冥
府
神
（
ア
ヌ
ビ
ス
）
の
産
声
』
や
、
骨
董
商
を
主
人
公
と
し

た
後
に
シ
リ
ー
ズ
も
の
と
な
る
『
狐
罠
』
な
ど
、
毎
回
緻
密
な
取
材
と
構
成
に

基
づ
く
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
は
『
花
の
下

に
て
春
死
な
む
』
が
、
第
五
十
二
回
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
、
短
編
及
び
連
作

短
編
集
賞
を
受
賞
す
る
。

　

次
第
に
小
説
に
専
念
し
、
民
俗
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
蓮
丈
那
智
シ
リ
ー
ズ
と

な
る
『
凶
笑
面　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル
Ⅰ
』
を
発
表
。
そ
の
後
も

精
力
的
に
創
作
を
続
け
、
小
説
雑
誌
へ
の
連
載
も
増
え
て
い
っ
た
。

　

長
編
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
短
編
創
作
の
名
手
」
と
呼
ば
れ
、
こ
と
に
料

理
や
酒
、
骨
董
な
ど
へ
の
造
詣
の
深
さ
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。
ひ
と
ひ
ね
り
も

ふ
た
ひ
ね
り
も
す
る
凝
っ
た
作
風
を
、
短
編
に
も
惜
し
み
な
く
披
露
し
、
入
念

な
構
成
、
考
え
抜
か
れ
た
ト
リ
ッ
ク
、
印
象
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
が
融
合

さ
れ
た
作
品
を
作
り
続
け
た
作
家
で
あ
り
、
こ
の
先
の
作
品
が
期
待
さ
れ
た
作

家
で
も
あ
っ
た
。
凝
り
性
そ
の
も
の
の
作
品
を
作
り
な
が
ら
も
、
デ
ビ
ュ
ー
作

で
示
し
た
時
代
物
、
ユ
ー
モ
ア
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
風
を

披
露
し
た
作
家
の
死
に
は
、
今
な
お
惜
し
む
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
る
。

（
文
・
浅
野
里
沙
子
）

北き

た

森も

り

　

鴻こ

う

下関市・宇部市・山口市

（1961～2010）

【
著
作
】　

『
狐
罠
』（
平
成
9
年
・
講
談
社
）

『
花
の
下
に
て
春
死
な
む
』（
平
成
10
年
・
講
談
社
）

『
邪
馬
台　

蓮
丈
那
智
フ
ィ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ル
Ⅳ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
・
新
潮
社
）

　
　
　
　
　
　

ほ
か

　
北
森

　
鴻
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